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秋田県社会福祉協議会秋田県社会福祉協議会
令和８年度 事業計画及び予算令和８年度 事業計画及び予算

第６期秋田県地域福祉活動計画がスタートし、３年目となります。第６期秋田県地域福祉活動計画がスタートし、３年目となります。
社会情勢を踏まえたうえで、計画の基本理念である「人とのつながりで安心を感じる地域共生社会情勢を踏まえたうえで、計画の基本理念である「人とのつながりで安心を感じる地域共生
と福祉の輪」の実現に向け、本会の役割・使命の発揮に努め、地域福祉の推進を図ります。と福祉の輪」の実現に向け、本会の役割・使命の発揮に努め、地域福祉の推進を図ります。

 ・�

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
、
依
然
と

し
て
進
行
し
て
い
ま
す
。
本
県
の
高
齢

化
率
に
つ
い
て
は
、
40·

３ 

％
※
と
な

り
、
全
国
で
初
め
て
40
％
を
超
え
て
い

ま
す
。

・�

人
口
減
少
が
著
し
く
、
集
落
機
能
の
維

持
が
困
難
な
地
域
が
増
加
し
て
お
り
、

買
い
物
支
援
や
移
動
支
援
な
ど
の
生
活

基
盤
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

・�
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
多

く
の
産
業
が
人
材
不
足
に
直
面
す
る

中
、
介
護
・
保
育
・
障
害
分
野
な
ど
の

福
祉
人
材
の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

・�

訪
問
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
休
廃
止
が
増
加
し
て
お

り
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
確

保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

国
際
情
勢
や
経
済
情
勢
の
変
化
を
背
景

と
し
た
物
価
高
騰
の
長
期
化
が
家
計
を

圧
迫
し
、
特
に
高
齢
者
世
帯
や
低
所
得

世
帯
の
生
活
困
窮
リ
ス
ク
を
一
層
高
め

て
い
ま
す
。

・�

社
会
構
造
の
変
化
や
生
活
課
題
の
複
雑

化
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が

進
み
、
従
来
の
制
度
の
枠
を
超
え
た
包

括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・�

地
震
や
大
雨
等
の
自
然
災
害
は
頻
発
化
・

激
甚
化
の
傾
向
に
あ
り
、
災
害
時
に
お

け
る
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化

に
加
え
、
平
時
か
ら
の
支
援
体
制
整
備

に
向
け
た
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

※
令
和
７
年
７
月
１
日
現
在

《
活
動
方
針
１
》

　

多
様
な
課
題
を
包
括
的
に
受
け
止
め
、

住
民
に
身
近
な
地
域
を
基
盤
と
し
て
解
決

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、
地

域
の
関
係
者
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
権
利
擁
護
体
制
の
確
立
、
地
域
の
担

い
手
の
育
成
支
援
、
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
を
一
層
強
化
し
、
地
域
共
生
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

《
活
動
方
針
２
》

　

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
孤
独
・
孤
立
の
解
消
や
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
近
年
頻
発
す
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、
平
時
か
ら
災
害
に

強
い
支
援
体
制
を
構
築
し
、
住
民
参
加
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

《
活
動
方
針
３
》

　

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
お
よ
び
従
事

者
の
育
成
を
強
化
し
、
働
き
や
す
く
質
の

高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
透
明
性

と
質
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
法

人
の
経
営
及
び
組
織
体
制
の
強
化
を
支
援

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

《
活
動
方
針
４
》

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
効
率
的
で

透
明
性
の
高
い
法
人
運
営
の
推
進
と
安
定

的
な
財
源
の
確
保
、人
材
育
成
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

第
６
期
秋
田
県
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

定
め
る
基
本
方
針
に
沿
っ
た
、
具
体
的
な

取
組
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

••

情情  

勢勢  

概概  

観観

••

基
本
と
な
る
活
動
方
針

基
本
と
な
る
活
動
方
針
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１　支えあいの仕組みづくりの推進（拡充）
　�　これまで取組を進めてきた「地域福祉トータルケア推進事業」を「あきた共に生きる地域づくり推進事

業」に改め、市町村社協をはじめ幅広い多職種・多機関と連携・協働しながら、地域共生社会の実現に向
けた取組を推進します。
２　権利擁護体制の整備推進
　�　県や関係機関・団体と連携して、市町村における権利擁護支援の体制整備を総合的に支援する「成年後

見制度利用促進事業」に取り組むとともに、権利擁護センター設置や法人後見実施に向けた取組を推進す
るモデル事業を実施します。
３　生活困窮者支援の体制強化
　�　多様なニーズに対応した生活福祉資金事業の運用と相談支援の充実を図るほか、コロナ特例貸付の借

受人等の生活再建へ向けたフォローアップ支援の取組を強化し、市町村社協の相談支援と一体的に展開
するなど連携協力を図ります。
４　重層的支援体制構築に向けた市町村への支援
　�　「重層的支援体制整備事業」の更なる取組促進に向け、各地域の社会資源等の状況に応じた包括的支援

体制について考える機会の設定等により、市町村の重層的支援体制整備の後方支援を行います。
５　地域生活課題に対する調査研究・提言機能の強化
　�　多様な地域生活課題や社会福祉法人等の運営上の課題の解決に向け、地域福祉推進委員会における関

係機関や団体との連携・協働によるネットワークを強化するとともに、積極的に提言活動や要望、協議
を行います。

１　認知症高齢者への支援強化（新規）　
　�　高齢者の認知症予防や健康寿命の延伸などの介護予防対策をより一層充実、強化するため、ｅスポー

ツを活用したフレイル予防プログラムを開発し、実践者を養成するとともに、地域団体と連携して地域
における通いの場への導入を促進します。
２　災害福祉支援機能の構築　（拡充）
　�　災害ボランティアコーディネーターの養成や災害ボランティアセンター設置の実地訓練、災害派遣福

祉チーム（ＤＷＡＴ）のチーム員の養成・登録を進め、災害福祉支援機能の強化を図るほか、福祉施設の
災害対応を切り口とした社会福祉法人の連携・協働の促進を図ります。
３　福祉教育の推進
　�　地域における「福祉教育」を推進する人材を育成するとともに、効果的な取組や実践につなげられるよ

う支援するほか、中高校生の地域振興や地域貢献活動等の支援を目的に、活動費用の助成を行います。
４　子どもの居場所づくりへの支援
　�　子どもの居場所づくりに取り組む団体等の連携を強化するとともに、新たに支援を行おうとする団体

等へ情報提供や助言を行うなどの活動を通して、子ども支援の輪が県内全域に広がるよう取組を進めま
す。

令和８年度事業計画令和８年度事業計画  －重点事項と具体的な取組－－重点事項と具体的な取組－

地域共生のための体制づくり

住民参加による地域づくり

基本方針１

基本方針２
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１　保育人材の確保・定着支援の推進（新規）
　�　「保育士・保育所支援センター」を新たに開設し、保育人材の確保と定着を支援するとともに、再就職

支援や生活費加算貸付の実施による保育士資格取得に向けた経済的支援を行います。
２　福祉人材のマッチングの促進
　�　福祉従事者の安定的確保を図るため、福祉人材キャリア支援専門員を中心に、継続的できめ細かな求

人開拓、福祉の仕事への新規就労を希望する求職者の開拓に重点的に取り組みます。
３　福祉人材の確保・定着支援対策の強化
　�　介護の仕事に興味を持つ方等を対象に「介護の入門セミナー」を開催し、多様な人材の参入を促進する

ほか、新規就労希望者のハートフル雇用や施設職員の腰痛予防対策等を通して職場定着を支援します。
４　福祉保健従事者研修の充実
　�　福祉保健研修の充実を図るほか、研修ニーズに対応した自主企画研修を実施し、社会福祉事業従事者

の専門性の向上と質の高い福祉サービスを提供する人材育成に努めます。
５　福祉の仕事への理解促進　
　�　福祉の仕事の魅力を伝える「中学生の福祉の仕事セミナー」を開催するとともに、高校生を対象に障害

福祉施設等で職場体験を実施するほか、「介護の職場体験事業」を実施し、若年層の理解促進に努めます。

１　ガバナンスの強化と自主財源の充実
　�　組織・財政基盤の確立を図るため、会の円滑な運営と組織の強化に取り組むとともに多様な自主財源

の確保と経費の削減に努めるほか、積極的に会員拡大を図ります。
２　職員の資質向上と意識改革
　�　業績評価や能力評価を実施、各種研修への参加等により職員の資質向上を促進するとともに、職員の

心身の健康づくりを支援する取組を進め、働きやすい職場環境の整備に努めます。

福祉サービスの基盤づくり

組織・経営基盤の強化

基本方針３

基本方針４

令和８年度一般会計 · 生活福祉資金会計予算額令和８年度一般会計 · 生活福祉資金会計予算額
【一般会計】 （単位：千円）

事業・拠点区分名 予算額※ 事業・拠点区分名 予算額※
社会福祉事業 542,139 8 福祉施設経営推進事業 32,567

1 法人運営事業 124,769 9 寄附・募金活動事業 8,895
2 地域福祉活動推進事業 24,730 10 運営適正化委員会事業 10,156
3 権利擁護支援事業 103,353 公益事業 292,006
4 生きがい地域づくり事業 80,843 1 福祉保健研修事業 27,743
5 災害福祉支援事業 22,418 2 修学資金等貸付事業 264,263
6 介護職員等資質向上事業 55,029 収益事業 14,827
7 福祉人材確保養成事業 79,379 1 厚生事業 14,827

合　　　　計 848,972

【生活福祉資金会計】 （単位：千円）

会計区分名 予算額※ 会計区分名 予算額※
1 生活福祉資金会計 163,110 4 臨時特例つなぎ資金会計 677
2 生活福祉資金貸付事務費会計 87,598 5 生活福祉資金会計（コロナ特例） 60
3 要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 3,004 6 生活福祉資金貸付事務費会計（コロナ特例） 143,620

※予算額は、資金収支予算書における事業活動・施設整備等・その他の活動による各支出の合計額に予備費を合算した金額を表示しています。
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トータルケア NEWSトータルケア NEWS
　今号では、日常生活自立支援事業（以下「日自」という。）や成年後見制度に関する相談支援等を行う　今号では、日常生活自立支援事業（以下「日自」という。）や成年後見制度に関する相談支援等を行う
権利擁護センターの設置と法人後見の受任体制の整備を目指す「権利擁護支援の体制構築モデル事業」権利擁護センターの設置と法人後見の受任体制の整備を目指す「権利擁護支援の体制構築モデル事業」
を実施した潟上市、上小阿仁村と、情報管理システムの導入等による小地域ネットワーク活動（以下「ネッを実施した潟上市、上小阿仁村と、情報管理システムの導入等による小地域ネットワーク活動（以下「ネッ
トワーク活動」という。）の効率化を目指す「ネットワーク活動連携推進モデル事業」を実施した潟上市、トワーク活動」という。）の効率化を目指す「ネットワーク活動連携推進モデル事業」を実施した潟上市、
八峰町の各社会福祉協議会（以下「社協」という。）の取組の概要を紹介します。八峰町の各社会福祉協議会（以下「社協」という。）の取組の概要を紹介します。

Community Welfare Total Care Promotion ProjectCommunity Welfare Total Care Promotion Project
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潟
上
市
社
協
は
、
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
市

直
営
の
中
核
機
関
と
の
役
割
・
機
能
等
を

整
理
し
た
ほ
か
、
法
人
後
見
受
任
体
制
の

整
備
に
向
け
た
職
員
研
修
の
実
施
や
市

民
・
福
祉
介
護
医
療
等
関
係
機
関
向
け
の

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
を
通
じ

て
、
社
協
が
取
り
組
む
意
義
や
メ
リ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
に
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
日
自
や
成
年
後
見
制
度
の
普
及

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
期

的
に
は
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
が
抱
え

る
諸
問
題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

上
小
阿
仁
村
社
協
は
、
本
県
で
最
も

高
齢
化
率
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
自

の
利
用
実
績
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
中
核
機
関
と
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

の
役
割
等
を
整
理
し
た
ほ
か
、
相
談
か
ら

利
用
に
つ
な
げ
る
ま
で
を
包
括
的
に
支
援

す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
権
利
擁
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
を

見
据
え
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

り
住
民
の
相
談
窓
口
を
明
ら
か
に
し
、
ま

ず
は
日
自
の
利
用
促
進
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

潟
上
市
社
協
は
、
要
援
護
者
台
帳
と

各
種
相
談
記
録
を
別
々
に
管
理
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
情
報
を
デ
ー
タ
化
し

て
紐
づ
け
し
、
見
守
り
や
安
否
確
認
を
効

率
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

６
年
度
か
ら
相
談
支
援
記
録
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
管
理
す
る
こ
と
で
、
要
援
護

者
と
支
援
者
の
関
係
性
や
相
談
・
見
守
り

等
の
支
援
状
況
が「
見
え
る
化
」さ
れ
、
相

談
者
や
要
援
護
者
等
の
分
布
状
況
の
把
握

や
民
生
委
員
と
の
情
報
共
有
が
容
易
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
記
録
の
検
索
が
容
易
と
な

り
、
担
当
者
不
在
で
も
過
去
の
対
応
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
相
談
支
援
に
あ
た
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
連
携
や
地
域
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
サ
ロ
ン
活
動
の
展
開
な
ど
効

率
的
な
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

八
峰
町
社
協
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
情
報
を
紙
ベ
ー
ス

で
記
録
・
管
理
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
令

和
６
年
度
か
ら
相
談
支
援
記
録
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
相
談
記
録
の

デ
ー
タ
化
と
一
元
管
理
が
図
ら
れ
、
職
員

間
で
の
迅
速
な
情
報
共
有
が
可
能
に
な

り
、
ケ
ー
ス
検
討
や
引
継
ぎ
の
時
間
短
縮

な
ど
業
務
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
要
援
護
者
や
サ
ロ
ン
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会
資
源
の
ほ
か
、
危
険

個
所
な
ど
地
域
の
情
報
を
マ
ッ
プ
に
落
と

し
込
み
、「
見
守
り
の
空
白
地
帯
」を
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や

新
た
な
地
域
福
祉
事
業
の
展
開
に
つ
な
げ

る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

権
利
擁
護
支
援
体
制
の

権
利
擁
護
支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
て

構
築
に
向
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

充
実
・
強
化
に
向
け
て

充
実
・
強
化
に
向
け
て

成年後見セミナーの様子
（潟上市）
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通い ·つながる介護予防事業を始めました
令和８年度から新規事業として『通い・つながる介護予防事業』を県から受託しました。その取組の概要をご紹介します。

【事業目的・特徴は次のとおり】
　�　介護予防の取組の充実・強化を図るため、高齢者の「通いの場」等をはじめとする地域の

サロンにおいて、ゲームを活用した楽しみながら運動や脳トレができる介護予防プログラ
ムを開発し、実践してもらうことで、社会参加や場づくりによる認知症・フレイル予防に
取り組みます。

【特徴】
　〇�リズムゲームやスポーツゲームでの対戦やスコア上昇

など、楽しみながらフレイル予防や認知症予防を組み
込み、場づくりのプログラムとして展開します。

　〇�室内で安全に運動ができるため、特に冬季やクマ被害
などの心配がなく、「場づくり」、「身体機能向上」の取組
が継続できます。

　高齢者の社会参加は、身体的活

動の維持、認知機能の刺激、社

会的孤立の防止に寄与し、介護予

防において重要な役割を果たしま

す。特に、地域活動や交流機会へ

の参加は、フレイルの進行を抑制

し、健康寿命の延伸に資すること

が示されています。今後も多様な

社会参加の機会を整備し、高齢者

が主体的に地域で活躍できる環境

づくりを推進していくことが求め

られています。

　認知症予防策として有効である食事・運

動・頭脳トレーニングのうち、頭脳トレー

ニング、いわゆる〈脳トレ〉は、読み書き、

計算、パズル、コグニサイズなどが行われ

ることが多くなっています。しかし、負担

を感じる人もおり、「難しい」「続けられない」

など、かえって自信を喪失してしまう可能

性がありました。そこで、近年「スイッチゲー

ム」などによるリズムゲームやスポーツゲー

ムを活用した楽しく続けられる取組が注目

されています。

社会参加・場づくりに
重点を置く理由

何故、ゲーム？

楽しく続けられる
活動として
ゲームを導入
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高齢者未来づくり支援基金事業
ニュースポーツ用具貸出・インストラクター派遣を行っています！

出前講座をご利用ください！

　�　本会では、高齢者の健康寿命の延伸や地域における交流の場づ
くりを目的に、ニュースポーツ用具の貸出やインストラクターの
派遣を行っております。

　�　貸出の対象：県内で活動する高齢者の団体・グループ・サークル・
サロン

　　　貸 出 期 間：２週間以内
　　　貸 出 料 金：無料
　　　貸出の申込：�用具の貸出を希望する団体等は、前もって貸出

申込書を提出してください。
　　　　　　　　　（�本会のウエブホームページからダウンロードで

きます。）
　　　　　　　　　※�初心者を対象とする場合などには、必要に応

じてインストラクター派遣をしております。

室内用ペタンクボール

1 モルック 6 ユニカール 11 ミニテニス
2 ペタンク 7 カローリング 12 ディスクゴルフ
3 ニチレクボール（室内ペタンク） 8 ボッチャ 13 インディアカ
4 スマイルボーリング 9 ラダーゲッター 14 バウンドテニス
5 シャッフルボード 10 グラウンドゴルフ 15 スカットボール
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本
会
で
は
、
介
護
未
経
験
の
方
が
介
護

の
現
場
や
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
持
つ
方

　

・
介
護
の
知
識
や
技
術
を
学
び
た
い
方

　

・
家
族
の
介
護
に
活
か
し
た
い
方

　

・
定
年
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方

　

・
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
方　

な
ど

会
　
場

　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
１-

５
）

受
講
料

　

無
料

日
程
・
内
容

　
◉
１
日
コ
ー
ス（
３
時
間
）

　
　

開
催
日
：
７
月
22
日（
水
）

　
◉
４
日
コ
ー
ス（
21
時
間
）

　
　

開
催
日
：
７
月
22
日（
水
）・
23
日（
木
）・

　
　
　
　　
　

28
日（
火
）・
29
日（
水
）

　

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
、
介
護
職
へ
の
就
労

を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
秋
田
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
（
無
料
職
業
紹
介
所
）が
就

職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

左
記
の
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

込
み
で
き
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

福
祉
人
材
支
援
部　

人
材
確
保
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
８-

８
６
４-

３
１
６
１

問
い
合
わ
せ
先

介
護
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

『
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー
in
秋
田
』

を
実
施
し
ま
す
！
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　【
令
和
８
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

４
月
19
日
ま
で
】　

◎
ご
寄
附
◎

　

●
匿
名　

様	
１
０
、
０
０
０
円

　

●
松
岡　

龍
也　

様	
１
０
、
０
０
０
円

　

●
匿
名　

様	

５
０
、
０
０
０
円

　

●
匿
名　

様	

７
１
、
７
６
３
円

　

●
太
平
熔
材
株
式
会
社　

様

　
　
《
指
定
寄
附
金	

７
０
、
０
０
０
円
》

　
　

➡�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
登
録
団
体
２
か
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

●�

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

秋
田
県
本
部
青
年
部
会　

様

	

１
０
０
、
０
０
０
円

　

●�

秋
田
市
中
通
地
区
民
生
児
童
委
員

　
　

協
議
会　

様	

１
０
、
０
０
０
円

　

●
由
利
本
荘
市
西
部
地
区
民
生
児
童
委
員

　
　

協
議
会　

様	

１
４
、
０
０
０
円

皆

様

の

善

意
　

●�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム	

２
３
０
、
７
９
６
円

　

◦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

　

◦�

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本-

東
北
秋

田
支
店　

様

　

◦�

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
エ
ム

イ
ー　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
統
括
本
部
秋

田
エ
リ
ア
統
括
部　

様

　

◦�

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス

営
業
推
進
本
部

　
　

�

デ
ジ
タ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
デ
ジ

タ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
東
北
Ｄ

Ｏ
Ｃ
（
秋
田
）　

様

企
画
経
営
部　

総
務
企
画
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８-

８
６
４-

２
７
１
２

寄
附
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

(公社)全日本不動産協会
秋田県本部青年部会　様

NTT東日本マッチングギフトプログラム　様
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社
会
福
祉
法
人
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
も
り
や
ま

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

　
　
　
　

  

園
長　

佐
々
木　

美
香

「
大
好
き
！
五
城
目
町

～
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
～
」

　

五
城
目
町
は
、
秋
田
県
中
央
部
に
位
置

し
、
約
５
３
０
年
続
く
朝
市
と
、
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
歴
史
あ
る
町
で
す
。　

　

当
法
人
は
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
本
園

と
、
大
川
分
園
の
２
園
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
・

保
育
を
行
い
、
四
季
折
々
の
自
然
体
験
や
地

域
と
の
交
流
を
通
し
て
子
ど
も
達
の“
生
き

ぬ
く
力
の
基
礎＂
を
育
み
ま
す
。

　

本
園
で
は
、
暖
か
な
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ

る
園
舎
で
、
裸
足
保
育
で
健
康
を
促
進
し
、

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
様
々
な
体
験

を
重
ね
て
い
ま
す
。
特
に
朝
市
へ
の
散
歩

で
は
、
ど
ん
な
物
を
売
っ
て
い
る
の
か
見
た

り
、
５
歳
児
は
自
分
た
ち
の
畑
に
植
え
る
野

菜
の
苗
や
種
を
買
い
に
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
朝
市
散
歩
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々

と
触
れ
合
い
、
こ
れ
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た

伝
統
に
触
れ
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
を
思
う

心
を
育
て
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
川
分
園
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

方
々
の
協
力
・
支
援
を
受
け
て
お
り
、
こ
の

支
援
を
基
盤
と
し
て
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
畑
作
り
を
し
て
お
り
、
こ
れ
を「
里
村
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
名
付
け
、
子
ど
も
達
が
幼

児
期
に
遊
び
、
生
活
し
た
こ
の
地
域
を
自
分

の
ふ
る
さ
と(

里)

と
し
て
、
心
に
刻
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
願
い
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
園
に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
ど
も
の
木
」を
併
設
し
て
お
り
、
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
が
安
心
し
て
遊
び
、
交

流
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
月
に

２
～
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う「
わ
ん
パ
ー

ク
」、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
た
め
の
企
画

「
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
Ｍ
ｏ
ｍ
」、
子
ど
も
が
大
き

く
な
っ
て
着
な
く
な
っ
た
洋
服
な
ど
を
無

料
で
提
供
す
る「
お
さ
が
り
マ
ル
シ
ェ
」な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
の
育

児
相
談
や
保
護
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
、

親
子
で
ま
た
は
、
保
護
者
一
人
で
も
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
成
長
と
、
地
域
の
子
育
て
を
支
え
る

拠
点
と
し
て
、
安
心
で
き
る
園
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

職
場
紹
介

リ
レ

No54

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

～ 子育て支援センター「こどもの木」の様子 ～

～ 五城目朝市への散歩 ～
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損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ25-11172より抜粋）

令和8年度版

しせつの損害補償

社会福祉法人等が経営、運営する
福祉施設・事業の賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなうリスクを
幅広く補償します。

「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。しせつの損害補償

（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

安心安心

簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）

便利便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
！

ま
い
の
協
社

日
本
語
学
習
や
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
の
受
講

支
援
も
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
初
任
者
研

修
修
了
者
14
名
、
実
務
者
研
修
受
講
者

６
名
が
育
っ
て
い
ま
す
。
登
録
支
援
機

関
と
連
携
し
た
メ
ン
タ
ル
面
の
フ
ォ

ロ
ー
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
北
秋
田
市
で
は
、
外
国
人
介

護
職
員
の
人
材
確
保
・
定
着
を
支
援
す

る
奨
励
金
制
度
や
外
国
人
材
確
保
支

援
事
業
が
新
設
さ
れ
、
社
協
で
も
活
用

を
進
め
て
い
ま
す
。
外
国
人
材
が
働
く

場
所
を
主
体
的
に
選
ぶ
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
安
価
な
労
働
力
と
し
て
で
は
な

く
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
社
協
は

今
後
も
外
国
人
介
護
人
材
の
育
成
と
定

着
を
通
じ
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
的
に
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

生
活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

施
設
内
や
地
域
の
空
き
家
を
改
修
し
た

６
棟
の
寮
を
整
備
し
、
生
活
必
需
品
の

準
備
、
Wi-

Fi
環
境
の
提
供
、
交
通
や

買
い
物
、
ゴ
ミ
出
し
の
説
明
、
病
院
受

診
の
付
き
添
い
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
開
始
か
ら
約
３
年
が
経
過

し
、
夜
勤
を
担
当
で
き
る
ま
で
成
長
し

た
職
員
や
、
新
た
に
来
日
し
た
仲
間
に

生
活
マ
ナ
ー
を
教
え
る
立
場
へ
と
成
長

し
た
職
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
前
向
き

な
姿
勢
や
丁
寧
な
ケ
ア
は
現
場
で
高
く

評
価
さ
れ
、
日
本
人
職
員
に
も
良
い
刺

激
と
な
っ
て
い
ま
す
。
吸
収
力
が
高
く

成
長
も
早
い
た
め
、
職
場
の
雰
囲
気
が

明
る
く
な
り
、
組
織
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
弁
を
短
期
間

で
習
得
す
る
な
ど
、
地
域
へ
の
適
応
も

順
調
で
す
。

法
人
に
と
っ
て
も
、
安
定
し
た
人
材

確
保
や
多
様
な
価
値
観
の
導
入
に
よ
る

組
織
の
活
性
化
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
都

市
部
へ
の
転
職
や
豪
雪
を
理
由
と
し
た

退
職
も
見
ら
れ
、
よ
り
良
い
労
働
・
生

活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
協
で
は
、
入
国
前
か
ら
受
け
入
れ

後
ま
で
一
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制

を
整
え
、
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル

に
基
づ
き
、
入
国
か
ら
８
年
間
で
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ス
を
目
指
す
育
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
社
協
」
と
い
う
。）
で
は
、
介
護
人
材

不
足
の
解
消
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

的
な
提
供
を
目
的
に
、
令
和
４
年
度
よ

り
特
定
技
能
制
度
を
活
用
し
た
外
国
人

介
護
人
材
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し

た
。
受
け
入
れ
前
の
現
場
で
は
、
人
材

不
足
や
採
用
難
、
職
員
の
高
齢
化
、
ケ

ア
の
質
の
低
下
、
施
設
稼
働
率
の
低
下

な
ど
、
事
業
継
続
に
関
わ
る
課
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
改
善
す
る
た
め
、
一
定
の
日
本
語
能

力
と
技
能
を
備
え
、
即
戦
力
と
し
て
期

待
で
き
る
特
定
技
能
制
度
の
導
入
を
決

断
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
30

名
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
10
名
の
計
40
名

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ど
２
施
設
４
事
業
所
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
特
定
技
能
１
号
の

在
留
資
格
は
最
長
５
年
間
で
、
介
護
福

祉
士
資
格
を
取
得
す
れ
ば
長
期
就
労
も

可
能
で
す
。
入
職
後
は
日
本
語
習
熟
度

や
技
能
に
応
じ
て
丁
寧
に
指
導
し
、
食

事
・
入
浴
な
ど
の
日
常
ケ
ア
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

【
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
と

育
成
へ
の
取
り
組
み
】

～ 地域交流の様子 ～

～ 初任者研修の様子 ～

～ 日常ケアの様子 ～
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